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会
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六
祖
壇
経
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前
稿

の

「敦
煙
本
六
祖
壇
経
の
心
偶
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
私
は
、
敦
燈
本
壇
経
の
祖
本
が
、
ま
さ
し
く
慧
忠
非
難
す
る
と
こ
ろ
の

改
換
本
壇
経
に
相
当
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
根
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
敦
煙
本
壇
経
の
無
相
戒
が
授
戒
儀
の
体
を
な
し
て
い
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
慧
忠
が

「
六
祖
の
壇
経
を
改
換
し
て
聖
意
を
削
除
し
た
」

と
言
う

の
に
該
当
す
る
。
「
聖
意
」
と
い
う
の
は
、

六
祖

の
聖
意
と
解
し
て
も
間
違

い
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

し
か
し
常
識
的
に
は
聖

教
の
意
趣
す
な
わ
ち
釈
尊
の
聖
意
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
授
戒
儀
に
は
釈
尊

の
説
か
れ
た
禁
戒
が
必
須

で
あ
り
、
慧
忠
の

知

っ
て
い
る
六
祖
の
壇
経
も
そ
の
通
り
に
な

っ
て
い
た
も
の
を
、
改
換
者
は
そ
れ
に
代
え
る
に
無
相
戒
を
以
て
し
て
、
聖
意
を
削
除
し
て

レ
ま

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

次

に
、
心
偶
を
中
心
に
し
て
展
開
す
る
鄙
課
が
後

の
挿
入
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
後
段
(鈴
木

・

石
井
校
定
本
の
段
落
番
号
に
よ
る
と
四
〇

.
四
一
段
)
の
志
誠
の
逸
話
の
挿
入
と
共
に
、

壇
経

の
改
換
と

一
連

の
構
想
の
下

に
行
わ
れ
た
こ
と
。

そ
の
主
張
の
眼
目
は

「得
悟
自
性
、
亦
不
立
戒
定
慧
」
(四
一
段
)
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
心
偶
の
挿
話
は
そ
れ
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
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も

の
で
あ
り
》
無
相
戒
は
そ
れ
を
実
地
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
と

こ
ろ
で
慧
忠
の
知

っ
て
い
た
、
改
換
さ
れ
る
前
の
壇
経
と
は
ど
の
よ
う
凝
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
授
戒
儀
で
あ
る

か
ら
、
エ
ハ
祖
の
存
命
中
に
は
口
頭
で
の
み
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
没
後

の
あ
る
時
期
、
何
ら
か
の
形
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
ゆ
そ
の
任
に
当

っ
た
の
は
、
胡
適
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
神
会
そ
の
人
で
あ

っ
た
公
算
が
大
き
い
。
た
だ
胡
適

は
踏
切
り
を

つ
け
か

ね

て
い
る
。
「
荷
沢
大
師
神
会
伝
」
六
神
会
与
六
祖
壇
経
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

章
処
厚

(死
干
八
二
八
)
作

『
興
福
寺
大
義
禅
師
碑
銘
』
(全
唐
文
七

一
五
)、
有

一
段
根
重
要
的
史
料

:

在
高
祖
時
有
道
信
叶
昌
運
、
在
太
宗
時
有
弘
忍
示
元
珠
、
在
高
宗
時
有
恵
能
笙
月
指
。
自
脈
散
統
分
、
或
遁
秦
、
或
居
洛
、
或

之
呉
、
或
在
楚
。

秦
者
日
秀
へ
以
方
便
顕
。
(適
按
、
此
指
神
秀
之
五
方
便
、
略
見
宗
密
円
覚
大
疏
砂
巻
三
下
。
五
方
便
原
書
有
敦
煙
写
本
、
蔵
巴
黎
。)

普
寂
其
胤
也
。

洛
者
日
会
、
得
総
持
之
印
、
独
曜
螢
珠
。
習
徒
迷
真
、
橘
枳
変
体
、
尭
成
檀
経
伝
宗
、
優
劣
詳
　
。

呉
者
日
融
、
以
牛
頭
聞
、
径
山
其
喬
也
。

楚
者

日
道

一
、
以
大
乗
摂
、
大
師
其
党
也
。

大
義
是
道

一
門
下
、
死
干
八

一
八
年
。
其
時
神
会
己
死
五
十
八
年
。
章
処
厚
明
説
檀
経
(壇
経
)是
神
会
門
下
的

『習
徒
』
所
作
。
(伝

宗
不
知
是
否

『顕
宗
記
』
?
)
可
見
此
書
出
於
神
会

一
派
、
是
当
時
大
家
知
道
的
事
実
!

(
1

)

残
念
な
こ
と
に
、

胡
適
先
生
、

肝
腎
の
神
会
の
条
を
読

み
違
え
て
い
る
。
「習
徒
」
を

「神
会
門
下
的
習
徒
」
と
取

っ
た
の
で
は
、

の
文
意
が
通
じ
な
く
な
る
。
「伝
宗
不
知
是
否
顕
宗
記
?
」
な
ど
と
可
怪
し
げ
な
こ
と
を
言
う
こ
と
に
な

っ
た
所
以
で
あ
る
。

後
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こ
の

「習
徒
」
は
、

一
般
的
に
禅
宗
の
習
徒
の
意
に
取
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。

つ
ま
り
、
神
会
と
同
時
の
禅
宗
の
徒
が
真
実
を
見
失
い
、

禅
の
本
質
が
似
て
非
な
る
も
の
に
変
り
果
て
よ
う
と
し
た
の
で
、
神
会
自
身
が
壇
経
を
作
成
し
て
宗
旨
を
伝
え
、
宗
派
の
優
劣
を
は

っ
き

り
さ
せ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
神
会
が
北
宗
を
排
撃
し
、
南
宗
を
優
位
に
導
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
言

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
壇
経
の
編
纂
も
そ
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
正
確
に
読
ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
胡

・

・

(
2
)

適
先
生
、
「
可
見
此
書
出
於
神
会
自
身
、
是
当
時
大
家
知
道
的
事
実
!
」
と
言
わ
れ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
引

い
て
は
、
「
但
究
寛
壇
経
是

否
神
会
本
人
作
呪
?
・

我
説
、
是
的
。」
で
了

っ
て
、
「
至
少
壇
経
的
重
要
部
分
是
神
会
作
的
。
如
果
不
是
神
会
作
的
、
便

是
神
会
的
弟
子

採
取
他
的
語
録
裏
的
材
料
作
成
的
。」
と
い
う
た
め
ら
い
も
残
さ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、

最
初
の
編
纂
者
を

神
会
と
認
め
、
そ
の
壇
経
を
神
会
原
本
と
呼
ん
で
い
る
。
し
ば
ら
く
そ
れ
に
傲
お
う
と
思
う
。

こ
こ
で

一
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
慧
忠
が
六
祖
の
正
統
の
壇
経
と
認
め
て
い
た
も
の
が
、
果
し
て
神
会
原
本
で
あ

っ
た
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
神
会
と
慧
忠
と
が
何
ら
か
の
交
渉
を
持

っ
た
と
い
う
記
録
は
全
く
残

っ
て
い
な
い
。
た
だ
両
者
に
は

一
つ

(
3
)

の
共
通
点
が
あ
る
。
両
者
と
も
授
戒
師
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
六
祖
の
弟
子
で
あ
り
、
後
世

の
禅
宗

の
派
祖

と
な

っ
た
南
嶽
懐
譲
や
青
原
行
思
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
授
戒
師
と
し
て
当
然
両
者
と
も
六
祖
の
授
戒
儀
を
尊
重
し
た
筈
で
あ

る
。
あ

る
い
は
神
会
の
ま
と
め
た
壇
経
を
慧
忠
も
承
認
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

し
か
る
に
敦
焼
本
壇
経
の
祖
本
は
神
会
原
本
そ
の
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
点
を
見
極
め
得
て
い
な
い
た
め
に
、
胡
適

の
論
述
に
は
い
さ

さ
か
行
き
過
ぎ
が
あ
る
。
敦
燵
本
壇
経
は

「
不
立
戒
定
慧
」
と
い
う
こ
と
を
言
う
が
、
こ
れ
は
神
会
の
立
場
と
は
相

い
容

れ
な
い
。
こ
れ

は
ま
た
慧
忠
が
聖
意
を
削
除
し
た
と
し
て
非
難
す
る
論
点
で
も
あ

っ
た
。

戒
定
慧
の
三
学
に
つ
い
て
は
神
会
は
正
統
派
で
あ
る
。
但
し
定
学
に
つ
い
て
は
進
ん
だ
考
え
を
持

っ
て
い
た
。
壇
語
に
言
う
、

若
求
無
上
菩
提
、
須
信
仏
語
、
依
仏
教
。
仏
道
没
語
。
経
云
、
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
、
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教
。
過
去

一
切
諸
仏
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皆
作
如
是
説
。
諸
悪
莫
作
是
戒
、
諸
善
奉
行
是
慧
、
自
浄
其
意
是
定
。

知
識
、
要
須
三
学

〔等
〕、
始
名
仏
教
。
何
者
是
三
学
等
。

戒
定
慧

〔等
〕
是
。

妄
心
不
起
名
為
戒
、
無
妄
心
名
為
定
、
知
心
無

妄
名
為
慧
、
是
名
三
学
等
。

各
須
護
持
斎
戒
。
若
不
持
斎
戒
、

一
切
善
法
終
不
能
生
。
若
求
無
上
菩
提
、
要
須
護
持
斎
戒
、
乃
可
得
入
。
若
不
持
斎
戒
、
那
癩

野
干
之
身
、
尚
自
不
得
、
山豆
獲
如
来
功
徳
法
身
。
知
識
、
学
無
上
菩
提
、
不
浄
三
業
、
不
持
斎
戒
、
言
其
得
者
、
無
有
是
処
。

補
注
一

要
籍
有
作
戒
、
有
作
慧
、
顕
無
作
戒
慧
。
定
則
不
然
。
若
修
有
作
定
、
即
是
人
天
果
、
不
与
無
上
菩
提
相
応
。

さ
ら
に
敦
煙
本
壇
経
は

「自
性
頓
修
」
(他
の
諸
本
で
は

「自
性
自
悟
、
頓
悟
頓
修
」)
と
い
う
こ
と
を
言
う
。

宗
密

が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に

「頓
悟
漸
修
」
で
あ
る
。
菩
提
達
磨
南
宗
定
是
非
論
に
言
う
、

夫
学
道
者
須
頓
見
仏
性
、
漸
修
因
縁
、
不
離
是
生
、

頓
悟
見
仏
性
者
亦
復
如
是
、
智
慧
自
然
漸
漸
増
長
。

こ
れ
に
対
し
神
会
の
立
場
は
、

而
得
解
脱
。
警
如
其
母
頓
生
其
子
、
与
乳
漸
漸
養
育
、
其
子
智
慧
自
然
増
長
。

　

　

　

　

冒
頭
の
く
だ
り
、
や

鍵
。。。。
本
で
は

「夫
学
道
者
須
頓
悟
漸
脩
、
不
離
是
生
、
而
得
解
脱
」
と
な

っ
て
い
る
。
敦
煙
本
壇
経
の
主
張
は

神
会

の
立
場
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
慧
忠

の
糾
弾
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

二

壇

経

の

改

換

今

日
存
在
す
る
幾
種
類
か
の
壇
経
の
中
、
敦
煙
本
は
際
立

っ
て
特
異
で
あ
る
。
そ
の
も

っ
と
も
顕
著
な
点
は
、
六
祖

の
も
の
と
さ
れ
る
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心
偶
が
二
つ
あ
り
、
し
か
も
他

の
諸
本

の
全
て
に
見
ら
れ
る

「本
来
無

一
物
」
の
句
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
諸
本
が
敦
煙
本
と
無

縁
で
あ

る
か
と
い
え
ぱ
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
諸
本
は
明
ら
か
に
敦
煙
本
の
祖
本
す
な
わ
ち
改
換
本
の
流
れ
を
承
け

て
い
る
。
決
し
て

神
会
原
本
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
改
換
本
の
流
れ
を
直
接
に
承
け
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
心
偶
の
違

い
が
は

っ
き
り
と

示
し

て
い
る
。
と
な
る
と
、
そ
の
流
れ
を
絶

つ
形
で
、

一
本
の
介
在
し
た
こ
と
を
認
め
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
こ
れ
こ
そ
諸
本
の
序
賊
が
し
き

り
に
古
本
古
本
と
言
う
と
こ
ろ
の
当
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
諸
本
は
皆
な
そ
れ
を
承
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

黄
奨

の
宛
陵
録
に
す
で
に

「本
来
無

一
物
」
の
句
を
引

い
て
い
る
。
黄
藁
を
請
じ
て
説
法
せ
し
め
た
斐
休
が
、
宛
陵

に
廉
と
な

っ
た
の

は
大
中

二
年

(八
四
八
)
の
こ
と
で
あ
る
。

す
る
と
そ
れ
よ
り
以
前
、
慧
忠

(大
暦
十
年

(七
七
五
)
没
)
の
存
命
中
に
改
換
さ
れ
た
壇
経
が
、

更
に
改
編
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
世
に
流
布
し
た
の
は
全
て
こ
の
改
編
さ
れ
た
壇
経
の
系
統

の
も
の
で
あ

っ
た
。

も

っ
と
も
清
涼
澄
観

(七
三
八
-
八
三
九
)
は
、
六
祖
の
も
の
と
さ
れ
る
第
二
の
心
偶

の
句

「
明
鏡
本
来
浄
、
何
用
払
塵
埃
」
を
、
華
厳(4
)

経
大
疏
砂
二
十

一
に
引

い
て
お
り
、

下

っ
て
仏
日
契
嵩

(
一
〇
〇
七
-

一
〇
七
二
)
の
壇
経
賛
も
敦
煙
本
と
同
族
の
も
の
に
よ
っ
て
書
い
た

ら
し

い
か
ら
、
改
換
本
も
ま
た
平
行
し
て
存
続
し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
事
実
は
覆
う
べ
く
も
な

い
。
敦
煙

の
石
窟
寺
院
は
地
の
果
て
の
隠
れ
家
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

敦
煙

本
壇
経
の
、
改
換
添
繰
の
部
分
た
る
こ
と
の
明
ら
か
な
、
心
偶
を
含
む
物
語
り

(二
段
か
ら
十
一
段
ま
で
)、
無
相
戒

(二
十
段
)、
志

誠

の
挿
話

(四
+

・
四
+

一
段
)
を
他
の
諸
本
の
該
当
箇
所
と
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
本
来
無

一
物
本

へ
の
改
編
が
、
改
換
本
の
も

つ
急

進
性
を
抹
殺
し
よ
う
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
は

っ
き
り
と
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
慧
忠
の
非
難
の
対
象
と
な

っ
た
点
は
、
後
世

の
正
統
派
の
禅
僧
に
と

っ
て
も
許
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
改
編
の
跡
を
辿
る
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
改

換

の
跡

を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

慧

忠
言
う
と
こ
ろ
の
壇
経
の
改
換
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
問
題
に
す
る
場
合
、
ま
ず
誰
が
や

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ

て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
甚
だ
や

っ
か
い
で
あ
る
。
た
だ
確
か
な
こ
と
が

一
つ
だ
け
あ
る
。
そ
れ
は
、
改
換
を
行

っ
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た
人
物
が
授
戒
師
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

っ
と
詳
し
く
言
え
ば
、
南
方

の
禅
宗
の
宗
旨
を
奉
ず
る
授
戒
師
で
あ

っ
た
。
何
は

舎

い
て
も
、
授
戒
師
で
あ

っ
た
と
い
う
点
だ
け
は
念
頭
に
と
ど
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
壇
経
が
授
戒
儀
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に

現
実
的
な
関
心
を
寄
せ
る
者
の
範
囲
は
お
の
ず
と
限
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

し

た
が

っ
て
改
換
の
動
機
も
観
念
的
な
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
授
戒
師
と
し
て
の
実
践
的
要
求
か
ら
来
る
も
の
で
あ

っ

た
。
彼
は
自
ら
の
理
想
に
即
し
た
授
戒
儀
を
創
り
出
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
実
際
に
授
戒
を
行

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
壇
経
が
伝
授
本
で
あ

っ

た
こ
と
が
証
明
し
て
い
る
。

一
派
の
授
戒
師
に
と

っ
て
、
壇
経
は
免
許
状
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

い
か
に
過
激
な
思
想
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
が
理
念
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
限
り
は
、
人

々
に
何
の
危
険
性
も
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
ひ
と
た
び
何
ら
か
の
形
で
実
践
に
移
さ
れ
る
と
脅
威
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
慧
忠
の
糾
弾
を
呼
び
起
し
、
後
世
浬
滅
が
計
ら
れ

た
所

以
で
あ
る
。

で
は
改
換
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
・
無
相
戒
の

一
段
の
全
文
を
掲
げ
ね
ば
な
る
ま
麗

善
知
識
、
惣
須
自
聴
、
与
受
元
相
戒
。

一
時
逐
恵
能

口
道
、
令
善
知
識
見
自
三
身
仏
。
於
自
色
身
、
帰
依
清
浄
法
身
仏
。
於
自
色

身
、
帰
依
千
百
億
化
身
仏
。
於
自
色
身
、
帰
依
当
来
円
満
報
身
仏
。
記
趾

色
身
是
舎
宅
、
不
可
言
帰
向
。
者
三
身
仏
、
在
自
法
性
、
世
人
尽
有
。
為
迷
不
見
、
外
覚
三
身
如
来
、
不
見
自

色
身
中
三
身
仏
。

善
知
識
聴
、
与
善
知
識
説
、
令
善
知
識
、
於
自
色
身
、
見
自
法
性
有
三
身
仏
。
此
三
身
仏
、
従
性
上
生
。

何
名
清
浄
法
身
仏
。
善
知
識
、
世
人
性
本
自
浄
、
万
法
在
自
性
。
思
量

一
切
悪
事
、
即
行
於
悪
行
、
思
量

一
切
善
事
、
便
修
於
善

行
。
知
如
是

一
切
法
尽
在
自
性
、
自
性
常
清
浄
。
日
月
常
明
、
只
為
雲
覆
蓋
、
上
明
下
暗
、
不
能
了
見
日
月
星
辰
。
忽
遇
恵
風
吹
散
、

巻
尽
雲
霧
、
万
像
参
羅
、

一
時
皆
現
。
世
人
性
浄
、
猶
如
清
天
。
恵
如
日
、
智
如
月
。
智
慧
常
明
、
於
外
著
境
、
妄
念
浮
雲
蓋
覆
自

性
、
不
能
明
故
、
遇
善
知
識
開
真
正
法
、
吹
却
迷
妄
、
内
外
明
徹
、
於
自
性
中
、
万
法
皆
見
、

一
切
法
自
在
性
、
名
為
清
浄
法
身
。
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自
帰
依
者
、
除
不
善
心
及
不
善
行
、
是
名
帰
依
。

何
名
為
千
百
億
化
身
仏
。
不
思
量
、
性
即
空
寂
、
思
量
即
是
自
化
。
思
量
悪
法
、
化
為
地
獄
、
思
量
善
法
、
化
為
天
堂
。
毒
害
化

為
畜
生
、
慈
悲
化
為
菩
薩
。
智
慧
化
為
上
界
、
愚
凝
化
為
下
方
。
自
性
変
化
甚
多
、
迷
人
自
不
知
見
。
念
念
起
悪
、
常
行
悪
道
、
廻

(6
)

一
念
善
、
智
恵
即
生
。
此
名
自
性
化
身
仏
。

何
名
円
満
報
身
。

一
灯
能
除
千
年
闇
、

一
智
能
滅
万
年
愚
。
莫
思
向
前
、
常
思
於
後
。
常
後
念
善
、
名
為
報
身
。

一
念
悪
報
却
千

年
善
止
、

一
念
善
報
却
千
年
悪
滅
。
元
常
已
来
後
念
善
、
名
為
報
身
。

従
法
身
思
量
即
是
化
身
。
念
念
善
即
是
報
身
。
自
悟
自
修
、
即
名
帰
依
也
。
皮
肉
是
色
身
、
色
身
是
舎
宅
、
不
在
帰
依
也
。
但
悟

三
身
、
即
識
大
意
。

三
聚
浄
戒
を
三
身
に
配
当
す
る
考
え
は
古
く
か
ら
あ
る
。
た
と
え
ば
道
宣
の
釈
門
帰
敬
儀
上
に
言
う
、

戒
本
有
三
、
三
身
之
本
。

一
律
儀
戒
、
謂
断
諸
悪
、
即
法
身
因
。
由
法
身
本
浄
、
悪
覆
不
顕
、
今
修
離
悪
、
功
成
徳
現
故
。
二
摂
善

法
戒
、
謂
修
諸
善
、
即
報
身
之
因
也
。
報
以
衆
善
所
成
、
成
善
無
高
止
作
、
今
修
止
作
二
善
、
用
成
報
仏
之
縁
。

三
摂
衆
生
戒
、
即

慈
済
有
心
、
功
成
化
仏
之
因
也
。
以
化
仏
無
心
、
随
感
便
応
、
今
大
慈
普
済
、
意
用
則
斉
。

ま
た
法
苑
珠
林
八
十
九
に

一
者
摂
律
儀
戒
、
謂
悪
無
不
離
、
起
証
道
行
、
是
断
徳
因
、
終
成
法
身
。
二
者
摂
善
法
戒
、
謂
善
無
不
積
、
起
助

道
行
、
是
智
徳
因
、

終
成
報
身
。
三
者
摂
衆
生
戒
、
謂
無
生
不
度
、
起
不
住
道
行
、
是
恩
徳
因
、
終
成
応
身
。
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更
に
法
蔵

の
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏

一
に

一
律
儀
離
過
、
顕
断
徳
法
身
。
二
摂
善
修
万
行
善
、
以
成
智
徳
報
身
。
三
以
摂
衆
生
戒
、
成
恩
徳
化
身
。

と
言
う
。
た
だ
壇
経
の
場
合
は
三
身

の
立
て
方

の
順
序
が
異

っ
て
い
る
。
何
か
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
取
り
敢
え
ず
梵
網

経
巻

下
冒
頭
の
偶
頬
を
下
敷
き
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「我
今
盧
舎
那
」
を
清
浄
法
身
仏
に
、
「千

百
億
釈
迦
」
を
千
百
億
化
身
仏
に
、
「汝
是
当
成
仏
」
を
当
来
円
満
報
身
仏
に
当
て
る
の
で
あ
る
。
梵
綱
経
の
こ
の
偶
諦
は
、

仏
道
成
就

の
次
第
を
明
か
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

無

相
戒
の
前
段
に

維
摩
経
云
、
即
時
諮
然
、
還
得
本
心
。

〔自
修
〕
自
作
、
自
成
仏
道
。

菩
薩
戒
云
、
本
源
自
性
清
浄
。
善
知
識
、
見
自
性
自
浄
、
自
修
自
作
。
自
性
法
身
自
行
仏
行
、

と
い
う

一
節
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
禅
定
論
の
結
び
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
無
相
戒
の
前
提
と
し
て
の
意
味
の
方
が
強

い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

と
く
に

「自
性
法
身
自
ら
仏
行
を
行
じ
、
自
修
自
作
し
て
自
ら
仏
道
を
成
ず
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
梵
綱
経

の
偶
諦
が
明
か
す
、

仏
道
成
就
の
次
第
に
他
な
る
ま
い
。

本
文
の
乱
れ
の
た
め
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
「従
法
身
思
量
即
是
化
身
、

念
念
善
即
是
報
身
」
と
い

う
の
も
同
様
の
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
右
に
引
用
し
た
文
中
に
見
え
る
菩
薩
戒
経
の

「本
源
自
性
清
浄
」
と
い

う
語

が
、
今
問
題
に
し
て
い
る
偶
碩

の
直
前
に
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
実
際
に
こ
こ
は
こ
の
偶
頒
に
よ

っ
て
い
る

の
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
自
の
色
身
に
お
い
て
、
自
の
三
身
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
が
無
相
戒
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
梵
網
経

の
偶
頚
に

「衆
生



受
仏
戒
、
即
入
諸
仏
位
」
と
あ
る
の
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、

一
切
衆
生
は
自
性
に
お
い
て
自
ず
と
仏
道
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ

ら
た
め
て
有
相
の
持
戒
を
事
と
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
壇
経
の
無
相
戒
は
、
通
常

の
持
戒
を
乗
り

越
え
て
授
戒
を
行
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
改
換
の
眼
目
が
あ

っ
た
。

し
か
る
に
持
戒
に
つ
い
て
、
南
方
の
宗
旨
に
は
も

っ
と
過
激
な
立
場
が
あ
る
。
そ
れ
は
保
唐
寺
無
住
の
場
合
で
あ
る
。
歴
代
法
宝
記
の

無
住

の
章
に
言
う
、

若
見
持
戒
、
即
大
破
戒
。
戒
非
戒
二
是

一
相
。
能
知
此
者
、
即
是
大
道
師
。
見
犯
重
比
丘
、
不
入
地
獄
、
見
清
浄
行
者
、
不
入
浬
桀
。

若
住
如
是
見
、
是
平
等
見
。
今
時
律
師
説
触
説
浄
、
説
持
説
犯
作
相
、
授
戒
作
相
、
威
儀
及
以
飯
食
皆
作
相
。
仮
使
作
相
、
即
与
外

道
五
通
等
。

宗
密
は
円
覚
経
大
疏
紗
三
之
下
に
無
住
の
仏
法
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。
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釈
門
事
相
、

置

仏
事
。

一
切
不
行
。
剃
髪
了
便
掛
七
条
、
不
受
禁
戒
。
至
於
礼
餓
転
読
、
画
仏
写
経
、

一
切
段
之
、
皆
為
妄
想
。
所
住
之
院
不

壇
経

の
無
相
戒
は
授
菩
薩
戒
儀
で
あ
る
か
ら
、
具
足
戒
す
ら
受
け

つ
け
な
い
無
住
の
場
合
ほ
ど
極
端
で
は
な
い
。
そ

こ
ま
で
徹
底
す
る

前
段
階

に
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
正
統
派
か
ら
は
許
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
敦
煙
本
以
外
の
壇
経
諸
本
か

ら
、
無
相
戒
と
い
う
語
は

一
掃
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
恐
ら
く
本
来
無

一
物
本

へ
の
改
編
に
あ
た

っ
て
、
壇
経
の
授
戒
儀
と
し
て
の
実
質
を
奪

い
去
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
に
違
い
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な

い
。
壇
経
が
授
戒
儀
と
し
て
存
続
し
て
は
ま
ず
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
六
祖
の
語
録
と
し
て
改
編
す
べ
く
手

が
打
た
れ
た
。
そ
の

最
も
肝
要
の
処
置
が
無
相
戒
を
解
体
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

改
編
者
は
ま
ず

「善
知
識
、
偬
須
自
聴
、
与
受
無
相
戒
」

の
句
を
削
る
と
と
も
に
、
直
前
に
あ

っ
て
無
相
戒
の
理
論
的
根
拠
を
示
す

「自

性
法
身
自
行
仏
行
、
〔自
修
〕
自
作
、
自
成
仏
道
」
の
語
を

「於
念
念
中
、
自
見
本
性
清
浄
、
自
修
自
行
、

自
成
仏
道
」
と
い
う
、

禅
宗

に
お
い
て
は
あ
り
き
た
り
の
も
の
に
変
え
て
、
内
容
を
骨
抜
に
し
て
し
ま

っ
た
。

改
編
者
は
へ
事
が
深
く
三
学
に
関

っ
て
い
る
こ
と
を
も
見
て
取

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
右

の
作
業
を
行
う
と
同
時
に
、
後
段
に
あ
る

四
弘

・
臓
悔

・
三
帰
の
章
を
無
相
戒
の
前
段
に
組
み
変
え
、
冒
頭
に
伝
香
の

一
章
を
加
え
て
五
分
法
身
を
持
ち
出
す

こ
と
に
よ
り
、
巧
み

に
三
学
を
吸
収
し
解
消
し
つ
つ
、
慧
学

・
定
学

・
戒
学
と
通
常

の
三
学
と
は
逆
に
次
第
し
て
謂
わ
ば
無
相

の
三
学
を
象
徴
的
に
表
現
し
て

い
る
と
こ
ろ
の
、
改
換
本
壇
経
の
骨
子
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
結
果
、
三
学
が
主
題
で
あ

っ
た
こ
と
は
完
全
に
見
失
わ
れ

て
し
ま

っ
た
。

無
相
戒
の

一
段
と
は
切
り
離
せ
な
い
志
誠
の
逸
話
に
つ
い
て
も
、
抜
か
り
な
く
処
置
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

三

鄙

課

の

添

繰

志
誠

の
逸
話
は
恐
ら
く
三
十
九
段
か
ら
始
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
四
十

一
段
の
み
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。

大
師
謂
志
誠
日
、
吾
聞
汝
禅
師
教
人
、
唯
伝
戒
定
恵
。
汝
和
尚
教
人
戒
定
恵
如
何
。
当
為
吾
説
。

志
誠
日
、
秀
和
尚
言
戒
定
恵
、
諸
悪
不
作
名
為
戒
、
諸
善
奉
行
名
為
恵
、
自
浄
其
意
名
為
定
、
此
即
名
為
戒
定
恵
、

不
知
和
尚
所
見
如
何
。

彼
作
如
是
説
。



恵
能
和
尚
答
日
、
此
説
不
可
思
議
。
恵
能
所
見
又
別
。

志
誠
問
、
何
以
別
。
・

恵
能
答
日
、
見
有
遅
疾
。

志
誠
請
和
尚
説
所
見
戒
定
恵
。

大
師
言
、
汝
聴
吾
説
、
看
吾
所
見
処
。
心
地
無
疑
是
自
性
戒
、
心
地
無
乱
是
自
性
定
、
心
地
無
擬
是
自
性
恵
。

能
大
師
言
、
汝
戒
定
恵
勧
小
根
諸
人
、
吾
戒
定
恵
勧
上
人
。
得
悟
自
性
、
亦
不
立
戒
定
恵
。

志
誠
言
、
請
大
師
説
、
不
立
如
何
。

(
7
)

大
師
言
、
自
性
無
非
無
乱
無
擬
、
念
念
般
若
観
照
、
常
離
法
相
、
有
何
可
立
。
自
性
頓
修
、
立
有
漸
此
契
以
不
立
。

志
誠
礼
拝
、
便
不
離
漕
漢
山
、
即
為
門
人
ハ
不
離
大
師
左
右
。

こ
の
一
段
を
比
較
し
て
見
て
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
「得
悟
自
性
、
亦
不
立
戒
定
慧
」
が
ハ
諸
本
で
は

若
悟
自
性
、
亦
不
立
菩
提
浬
葉
、
亦
不
立
解
脱
知
見
。
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と
な

っ
て
い
て
、

「不
立
戒
定
慧
」
の
五
文
字
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

代
り
に
五
分
法
身

の
第
四
項
第
五
項
の
不
立
が
言
わ

れ
る
が
、
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
直
前
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
戒
定
慧
の
不
立
も
ま
た
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
す
で
に
焦
点
が

ぼ
け
て
い
る
。

つ
ま
り
、
三
学
の
戒
定
慧
が
五
分
法
身
の
戒
定
慧
に
化
け
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
伝
香
の
一
章
を
設

け
て
五
分
法
身
を
持
ち
出
し
た
、
無

一
物
本

へ
の
改
編
者
の
、

一
連
の
苦
心
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
不
立
五
分

法
身
は
、
曖
昧
な

補
注
二

文
脈

の
中
で
更
に
進
ん
で
、

一
切
法
の
立
不
立
の
問
題
に

一
般
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
か
く
し
て
三
学
に
関
す
る
尖
鋭
な
問
題
意
識
は
拡
散
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し
て
し
ま

っ
た
。

た
だ
、
今
ひ
と

つ
の
鄙
諦
、
心
偶
を
含
む

一
段
の
物
語
り
に
は
、
ほ
と
ん
ど
改
変
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
恐
ら
く
、
三

学

を
問
題
に
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
象
徴
的
な
手
法
に
よ

っ
て
お
り
、
絵
解
き
の
部
分
さ
え
糊
塗
し
て
お
け
ぱ
、
容
易
に
は
そ
れ
と
察
知

で
き
ま
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
果
た
せ
る
哉
、
神
秀
の
も
の
と
さ
れ
る
心
偶
の
真
意
は
、
古
く
か
ら
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
で

あ

っ
た
。

改
変

の
手
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
こ
の
鄙
謳
に
お
い
て
創
造
さ
れ
た
慧
能
像
が
、
禅
宗

の
祖
師
像
と
し
て
魅

力

あ
る
も
の
だ

っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
金
剛
経
を
持
ち
出
す
の
は
、
神
会

の
主
張
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
五
祖
に
参
ず
る
以
前
、

す

で
に
金
剛
経
を

一
聞
し
て
自
ず
と
悟

っ
た
と
す
る
の
は
、
改
換
本
壇
経
の
基
本
構
想
に
も
と
つ
く
創
作
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
慧
能
を

「
猫
猿
」
と
す
る
こ
と
及
び

「踏
碓
八
介
余
月
」
と
す
る
こ
と
も
、
改
換
本
壇
経
の
発
明
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

石
井
本
神
会
録
の
末
尾
に
六
代
の
祖
師
の
略
伝
が
あ
り
、
こ
れ
は
師
資
血
脈
伝
か
ら
妙
し
来
た

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
(胡
適

『
神

会
和
尚
遺
集
』
四
一
八
頁
)、

そ
の
中
に
は
猫
瞭
の
こ
と
も
踏
碓
八
介
月
の
こ
と
も
確
か
に
出
て
来
る
。

し
か
し
こ
の
神
会
録
が
編
纂
さ
れ

た

の
は
、
奥
書
に
よ
る
と
唐
の
貞
元
八
年

(七
九
二
)
で
あ

っ
て
、
壇
経
の
改
換
さ
れ
た
の
よ
り
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
周
知
の
通
り
、
猫
猿
と
は
南
方

の
民
族
に
対
す
る
蔑
称
で
あ
る
。
神
会
の
依
頼
で
書
か
れ
た
王
維
の
碑
文

に
は
、
慧
能
が
南
方

民
族
の
出
身
で
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
が
灰
め
か
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
蔑
称
を
用
い
て
記
す
る
こ
と
は
、
神
会
に
相
応
し
い
で
あ
ろ
う

か
。
更
に
、
神
会
録
の
六
祖
伝
に
は
、
こ
と
さ
ら
没
価
値
的
人
物
像
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

当
時
に
あ

っ
て
猫
猿
と
は
、
無
知
な
る
者

の
典
型
で
あ

っ
た
。
文
明
と
は
お
よ
そ
没
交
渉
、
文
字
は
も
と
よ
り
知
ら
な
い
。
い
わ
ん
や

仏
法
な
ど
と
は
全
く
無
縁
で
あ
る
。
し
か
る
に
壇
経
の
鄙
謳
は
、
そ
の
よ
う
な
無
知
に
こ
そ
、
自
ら
の
仏
法
の
極
致
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
、
至
高
の
価
値
を
与
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
機
が
あ

っ
て
こ
そ
、
猫
猿
と
い
う
没
価
値
的
な
人
物
像
を
設
定
す

る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。



踏
碓
八
介
月
も
ま
た
同
様
、
仏
道
修
行
と
は

一
切
無
関
係
で
あ

っ
た
、

つ
ま
り
天
真
の
ま
ま
に
祖
師
の
衣
法
を
嗣

い
だ
こ
と
を
強
調
す

る
た
め
に
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

よ
し
ん
ば
神
会
に
有

っ
た
と
し
て
も
、
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
の
は
壇
経
の
鄙
諺
で
あ
る
。
か
く
し
て
鄙
潭
に
お
い
て
創
造
さ
れ
た
祖
師

像
は
、
た
と
え
ば
南
泉
が

「
只
如
五
祖
大
師
、
下
有
五
百
九
十
九
人
、
尽
会
仏
法
。
唯
有
盧
行
者

一
人
、
不
会
仏
法
。
」
(祖
堂
集
十
六
)
と

言
う
よ
う
に
、
後
の
禅
宗
の
理
想
と
し
て
生
き
続
け
る
の
で
あ
る
。

四

南
方
知
識
多
し

壇

経
の
改
換
を
行

っ
た
の
は
誰
か
、

兼
受
無
相
戒
弘
法
弟
子
法
海
で
あ
る
。

改
換

の
こ
と
を
言
う
唯

一
の
資
料
、

こ
の
問
題
は
や
は
り
避
け
て
通
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
正
体
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
と
は
言
い
難
嘔

南
陽
慧
忠
国
師
語

(伝
灯
録
二
十
八
)
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

名

前

は

は

っ
き

り

し

て

い
る
。
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南
陽
慧
忠
国
師
問
禅
客
、
従
何
方
来
。

対
日
、
南
方
来
。

師
日
、
南
方
有
何
知
識
。

日
、
知
識
頗
多
。

師
日
、
如
何
示
人
。

日
、
彼
方
知
識
直
下
示
学
人
、
即
心
是
仏
。
仏
是
覚
義
。
汝
今
悉
具
見
聞
覚
知
之
性
、
此
性
善
能
楊
眉
瞬
目
、
去
来
運
用
、
偏
於

身
中
、
姪
頭
頭
知
、
掻
脚
脚
知
、
故
名
正
偏
知
。
離
此
之
外
、
更
無
別
仏
。
此
身
即
有
生
滅
、
心
性
無
始
以
来
未
曾
生
滅
。
身
生
滅
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者
、
如
竜
換
骨
、
如
蛇
脱
皮
。
人
出
故
宅
、
即
身
是
無
常
、
其
性
常
也
。
南
方
所
説
大
約
如
此
。

師
日
、
若
然
者
、
与
彼
先
尼
外
道
無
有
差
別
。
彼
云
、
我
此
身
中
有

一
神
性
、
此
性
能
知
痛
綾
。
身
壊
之
時
、
神
則
出
去
。
如
舎

被
焼
、
舎
主
出
去
。
舎
即
無
常
、
舎
主
常
　
。
審
如
此
者
、
邪
正
莫
弁
、
敦
為
是
乎
。
吾
比
遊
方
、
多
見
此
色
、
近
尤
盛
　
。
聚
却

三
五
百
衆
、
目
視
雲
漢
云
、
是
南
方
宗
旨
。
把
他
壇
経
改
換
、
添
糠
鄙
諌
、
削
除
聖
意
、
惑
乱
後
徒
。
豊
成
言
教
、
苦
哉
、
吾
宗
喪

　
。
若
以
見
聞
覚
知
是
仏
性
者
、
浄
名
不
応
云
、
法
離
見
聞
覚
知
。
若
行
見
聞
覚
知
、
是
則
見
聞
覚
知
、
非
求
法
也
。

碧
巌
録
六
十
九
則
は
、
「南
泉
帰
宗
麻
谷
同
去
礼
拝
忠
国
師
」
せ
ん
と
し
た
途
次
の
話
で
あ
る
。
そ
の
評
唱
に
、

当
時
、
馬
祖
盛
化
於
江
西
、
石
頭
道
行
於
湖
湘
、

其
堂
、
入
其
室
。
若
不
爾
、
為
人
所
肚
。

忠
国
師
道
化
於
長
安
。
他
親
見
六
祖
来
。
是
時
南
方
肇
頭
帯
角
者
無
有
不
欲
升

と
言
う
よ
う
に
、
長
安
に
お
け
る
慧
忠
は
、
当
時
の
禅
界
の

一
大
権
威
で
あ

っ
た
。
今
の
南
方
か
ら
来
た
禅
客
も
、
そ
う
し
た
慧
忠

の
鉗

鎚
を
受
け
よ
う
と
す
る
、
腕
に
覚
え
の

一
人
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
禅
客
蝕
、
「南
方
何
の
知
識
有
り
や
」

と
問
わ
れ
て
、
「
知
識

頗

る
多
し
」
と
答
え
る
。
当
時
の
南
方
の
知
識
は
、
馬
祖
や
石
頭
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

慧
忠
は
、
自
分
が
南
方
に
遊
方
し
た
折
り
眼
の
当
り
に
し
た
、
改
換
を
蒙

っ
た
壇
経
の
こ
と
に
触
れ
る
。
そ
の
改
換
を
行

っ
た
法
海
も

ま
た
ま
さ
し
く
南
方
の
知
識
の
一
人
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
壇
経
五
七
段
に

和
尚
本
是
紹
州
曲
江
県
人
也
。

と

言

う

。

五

五

段

に



此
壇
経
、
法
海
上
座
集
。
上
座
元
常
、
付
同
学
道
漂
、
道
漂
元
常
、
付
門
人
悟
真
。
悟
真
在
嶺
南
曹
漢
山
法
興
寺
、
見
今
伝
受
此
法
。

と
言
う
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
あ
る
い
は
壇
経
の
改
換
と
伝
授
と
が
行
わ
れ
た
の
も
、
曹
漢
山
に
お
い
て
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

法
海
は
六
祖
の
十
弟
子
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
敦
煙
本
壇
経
か
ら
見
る
限
り
、
伝
法
の
弟
子
と
し
て
の
重
み
に
お
い
て

は
、
神
会
に
は
る
か
に
及
ぼ
な
い
。
む
し
ろ
引
き
立
て
役
に
廻

っ
て
い
る
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
神
会
に
近
い
立
場
の
人
だ

っ
た
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
壇
経
神
会
原
本
の
編
纂
に
も
与

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、

三
学
に
つ
い
て
の

考
え
方
の
相
違
か
ら
、
自
ら
無
相
戒
の
壇
経
を
創
り
上
げ
、
そ
の
伝
持
者
と
し
て
の
筆
頭
の
地
位
の
み
は
誰
に
も
譲
ら
な
か

っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
授
戒
師
と
し
て
そ
れ
以
上
望
む
と
こ
ろ
は
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

法
海

の
主
張
す
る

「自
性
頓
修
」
ま
た
は

「自
性
自
悟
、
頓
悟
頓
修
」
の
立
場
は
、
洪
州
宗
の
行
き
方
を
彷
彿
せ
し
め
る
。
た
と
え
ば
、

宗
密
は
、
禅
門
師
資
承
襲
図
に
お
い
て
洪
州
宗

の
禅
法
を
概
括
す
る

一
節
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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既
悟
解
之
理

一
切
天
真
自
然
、
故
所
修
行
、
理
宜
順
此
。
而
乃
不
起
心
断
悪
、

悪
亦
是
心
、
不
可
将
心
還
断
於
心
。
不
断
不
造
、
任
運
自
在
、
名
為
解
脱
人
。

仮
添
補
。
何
以
故
。
心
性
之
外
、
更
無

一
法
可
得
故
。
故
任
心
即
為
修
也
。

亦
不
起
心
修
道
。
道
即
是
心
、
不
可
将
心
還
修
於
心
。

無
法
可
拘
、
無
仏
可
作
、
猶
如
虚
空
不
増
不
減
、
何

し
か
る
に
洪
州
宗
で
は

「頓
修
」
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
言
わ
な
い
。
「本
有
今
有
、
不
仮
修
道
坐
禅
。

不
修
不
坐
、

即
是
如
来
清
浄

禅
」
と
い
う
馬
祖
の
語

(伝
灯
録
二
十
八
)
に
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「無
修
」
と
い
う
遮
詮
に
と
ど
ま
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、

理
念

に
お
い
て
は
と
も
か
く
、
清
規
の
制
定
が
物
語
る
よ
う
に
、
現
実
に
お
い
て
は
有
相
の
三
学
の
立
場
に
立

っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は

あ
る
ま
い
。
洪
州
宗
は
、
石
頭
宗
も
そ
う
で
あ
る
が
、
三
学
に
つ
い
て
は
ど
こ
ま
で
も
正
統
派
で
あ

っ
た
。
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更
に
法
海
が
洪
州
宗
と
は
縁
遠

い
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
事
実
が
あ
る
。

い
て
略
叙
し
て
あ
る
が
、
第
四
家
に
つ
い
て

宗
密
の
円
覚
経
大
疏
抄
三
之
下
に
、
禅
宗
の
七
家
に
つ

其
先
従
六
祖
下
分
出
。
謂
南
岳
観
音
台
譲
和
上
是
六
祖
弟
子
、
本
不
開
法
、
但
居
山
修
道
。

と
言
う
。
洪
州
宗
は
伝
統
的
に
授
戒
説
法
に
類
す
る
こ
と
は
や
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
禅
宗
の
祖
統
説
は
、
宝
林
伝
に
お
い
て
大
き
く
変
化
す
る
が
、
敦
燵
本
壇
経

の
祖
統
説
は
宝
林
伝

以
前
の
も
の
に
属
す

る
。

一
見
す
る
と
西
天
二
十
八
祖
説
の
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
質
は
二
十
九
祖
説
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
第
七
祖
に
当

る
筈
の
弥
遮
迦
を
省
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
壇
経
の
古
い
諸
本
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
お
よ
そ
祖
統
説
に
お
い
て
弥
遮
迦

が
除
か
れ
る
こ
と
は
他
に
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
省
く
べ
き
理
由
も
見
当
ら
な
い
。
う

っ
か
り
落
し
た
と
い
う
の
が
実
情
だ

っ
た

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
宝
林
伝
以
前

の
祖
統
説
は
二
十
九
祖
説
で
統

一
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
曹
漢
大
師
伝

の
祖
統
説
は
二

十
八
祖
説
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

如
来
臨
般
浬
禦
、
以
甚
深
般
若
波
羅
蜜
法
、
付
嘱
摩
詞
迦
葉
、
迦
葉
付
阿
難
、
阿
難
付
商
那
和
修
、

相
伝
、
西
国
経
二
十
八
祖
、
至
於
達
磨
多
羅
大
師
、
漢
地
為
初
祖
、
付
嘱
恵
可
。

和
修
付
憂
波
掬
多
、
在
後
展
転

と

い
う
文
章
を
見
る
限
り
、
「西
国
に
は
二
十
八
祖
を
経
て
達
磨
多
羅
大
師
に
至
る
、
(大
師
は
)漢
地
に
初
祖
と
為
り
て
恵
可
に
付
嘱
す
」

と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
達
磨
多
羅
大
師
は
第
二
十
九
祖
に
な
る
。

一
本
に
は

「西
国
二
十
八
祖
」
と
あ

っ
て

「
経
」
の
字
を
欠
く
と
い
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う
が
、
意
味
に
変
り
は
な
い
。
第
二
十
九
祖
を
達
磨
多
羅
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
恐
ら
く
歴
代
宝
法
記
の
祖
統
説
と
同
じ
も
の
だ

っ

補
注
三

た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
古
い
祖
統
説
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
左
漢
元
朗
碑
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
十
九
祖
を
菩
提
達
摩
と
す
る
。
こ
の
点
宝
法
記
と
異

る
か
ら
、

「法
宝
記
に
述
ぶ
る
所
と
同

一
で
あ

っ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
い
う
松
本
文
三
郎
博
士
の
説

(『仏
教
史
雑
考
』

一
五
九
頁
)
は
、

厳

密
に
言
え
ば
正
し
く
な
い
。
む
し
ろ
、
第
二
十
九
祖
を
菩
提
達
摩
と
す
る
、
改
換
本
壇
経
が
下
敷
に
し
た
祖
統
説
と
同

一
で
あ

っ
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

左
渓
元
朗
碑

の
書
か
れ
た
年
代
は
、
元
朗
の
没
年
七
五
四
年
以
前
に
は
遡
り
得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
壇
経
の
改
換

さ
れ
た
年
代
は
、

壇
経
神
会
原
本

の
編
纂
さ
れ
た
直
後
に
ま
で
遡
り
得
る
。
編
纂
の
年
代
を
た
と
え
ば
胡
適
の
推
定
し
た
七
四
五
年
頃
と
す
れ
ば
、
改
換
本

壇
経

の
方
が
十
年
ほ
ど
古

い
可
能
性
が
あ
る
。

あ

る
い
は
胡
適
が

「荷
沢
大
師
神
会
伝
」
で
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
神
会
は
晩
年
に
な

っ
て
、
か
つ
て
唱
え
た
八
代
説
の
不
備
に
気
付

き
、
手
直
し
し
て
西
天
二
十
九
祖
説
-

こ
の
点
私
の
考
え
は
胡
適
と
異
る
ー

を
提
唱
し
、
壇
経
神
会
原
本
に
載
せ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
そ
う
な
る
と
話
は
す

っ
き
り
す
る
の
だ
が
、
そ
う
は
問
屋
が
卸
さ
な
い
か
。
壇
経
も
法
宝
記
も
、
婆
須
蜜

(多
)
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ

を
須
婆
密

(多
)
と
す
る
、
神
会
と
同
じ
奇
妙
な
間
違

い
を
律
儀
に
踏
襲
し
て
い
る
の
だ
が
。
た
だ
、
神
会
は
決
し
て
達
摩
多
羅
と
は
言
わ

な
い
。
ど
こ
ま
で
も
菩
提
達
摩
で
あ
る
。
こ
の
点
改
換
本
壇
経
の
方
が
、
神
会
に
よ
り
忠
実
で
あ

っ
た
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

(1
)

そ

の
累
が
宇
井
伯
寿
博
士

に
も
及

ん
で
い
る
。

『
第

二
禅

宗

史

研
究
』
壇
経
考

一
一
一
頁
以
下
。

(
2
)

中
川
孝

氏
は
同
じ
碑
文

に
も

と
つ

い
て
、
す
で
に
神
会
そ

の
人

と
論
断
し
て
お
ら

れ
る
。

「
六
祖
壇
経
興
聖
寺
本

の
伝
承

に
就

い

て
」

(印
仏
研
究
十
九
の

一
、
昭
和

四
十

五
年
十

二
月
)

(3
)

神
会

に
は
壇
語
が
あ
り
、
歴
代
法
宝
記
に
は

「東

京
荷
沢
寺
神

会
和

上
、
毎

月
作
壇
場
、
為
人
説
法
L
と
言
う
。
ま
た
慧
忠

に

つ

い
て
は
、
祖
堂
集

三
に

「
粛
宗
代
宗
前
後
両
朝
並
親
受
菩
薩
戒
、

礼

号
国
師

焉
」

と
あ

る
。

(4
)

宇
井
伯
寿

『
第

二
禅
宗
史
研
究
』

五
〇
頁
に
指
摘

さ
れ
る
。

(
5
)

便
宜
上
私

に
校
訂

し
た
も

の
を
出
す

こ
と
に
し
た

い
。
校
訂

に

当

っ
て
先

人
の
業
績
を
参
照
し
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
幸
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い
こ
の
段
は
、

田
中
良
昭
氏
が
、

『
敦
燵

宝
蔵

』

一
〇

八
巻

に
存

在
す
る

こ
と
を
発
見

さ
れ
た
同
族
別
本
を
、
首
尾
に
わ
た

っ
て
参

照
す
る

こ
と
が
出
来

る
。

(6
)

こ
の
あ

た
り
本
文

の
く
ず
れ
が
酷
く
、

「
此
名
自
性

化
身

仏

何

名
円
満
報
身
」
の
十

三
字
は
北
京
本
に
も
な

い
。
通
例

に
習

っ
て
、

興

聖
寺
本

に
よ

っ
て
補

っ
た
。

(
7
)

「
自
性
頓
修
立
有
漸
此
契
以
不
立
」
は
、
興
聖
寺
本

の

「
自
性

自

悟
、
頓
悟
頓
修
、
亦
無
漸
次
、
所
以
不
立

一
切
法
」
を
参
照
し

て

「
自
性
頓
修
、
無
有
漸
次
、
所
以
不
立
」

と
校
訂
す

れ
ぱ
文
意

が
通
じ
る
。

一
案
に
過
ぎ
な

い
が
、
方
向

と
し
て
は
間
違

っ
て
い

な
い
よ
う

に
思
う
。

(
8
)

周
知

の
通
り
、
全
唐
文
九

一
五
巻

に
法
海

の
小
伝
が
あ

っ
て
、

宋
高
僧
伝

六
の
呉
興
法
海
と
同

一
人
物

と
さ
れ
る
。
し

か
し

こ
れ

は
、

宇
井
博
士
も
言
わ
れ
る
通
り

(『
第

二
禅
宗
史

研

究
』

二
五

三
頁
以
下
)
、

宋
高
僧
伝
と
伝
灯
録

と
の
記
事
を
貼
り
合
わ

せ

た

だ

け
の
杜
撰

の
説
で
あ
る
。
壇

経
の
撰
者
が
法
海

で
あ

る
こ
と
は

古
く

か
ら
伝
承
さ
れ
て

い
る

の
で
あ

る
か
ら
、
も

し
呉
興

の
法
海

に
そ
の
事
績
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
単
純
な
事
実
関
係

の
こ
と
で

あ

る
か
ら
、
伝
を
立
て
た
宋
高
僧
伝

の
編
者
が
見
落
す
筈
も
あ
る

ま

い
。

補
注

一
、

こ
の
よ
う
に
警
戒

し
て

い
る
と
こ
ろ
を
見

る
と
、
神
会
は
無

相
戒

の
主
張

の
あ
る

こ
と
を
知

っ
て
い
た

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

.
二
、
「
本
来
無

一
物
」
の
語
は
、
あ

る
い
は
こ
の
事
実
と

の
か
か
わ

り

に
お

い
て
出
来
た
も

の
か
も
知

れ
な

い
。

三
、
た
だ
、
末
田
地

の
名
が
な

い
の
で
、
理
論
的

に
は
二
十

八
祖

説

に
な

る
。
し
か
し
こ

の
表

現
か
ら
鳳
二
十
九
祖
説

と
し

か
受
け

取

れ
な

い
。
歴
代
法
宝
記
に
も
似

た
よ
う
な
表
現
が
あ

っ
て

「
達

摩
祖
師
、
自
廿
八
代

首
尾
相

伝
、

承
僧
迦
羅

叉
」

と
言
う
。


